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平成２1年度の決算をお知らせします
　９月９日（木）から 17 日（金）まで開かれた平成 22 年度第３回揖斐川町議会定例会で、平成 21 年度一般会計、特別会計お
よび企業会計の決算が原案の通り認定されました。
　平成 21 年度決算について皆さんにお知らせします。

平成21年度会計別決算の内訳
内　　　訳 歳入決算額 歳出決算額 差引残額

決　算　総　額 233 億 8,356 万 7,609 円 226 億 8,299 万 3,088 円 7 億 0,057 万 4,521 円
一　般　会　計 175 億 6,372 万 8,507 円 169 億 6,479 万 2,267 円 5 億 9,893 万 6,240 円
特　別　会　計 58 億 1,983 万 9,102 円 57 億 1,820 万 0,821 円 1 億 0,163 万 8,281 円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 25 億 3,603 万 4,462 円 25 億 0,069 万 7,558 円 3,533 万 6,904 円
国民健康保険直診勘定特別会計 1 億 3,715 万 0,286 円 1 億 3,036 万 9,553 円 678 万 0,733 円
老 人 保 健 医 療 特 別 会 計 92 万 2,291 円 92 万 2,291 円 0 円
谷 汲 中 央 診 療 所 特 別 会 計 8,153 万 4,030 円 7,671 万 8,812 円 481 万 5,218 円
大 和 簡 易 水 道 特 別 会 計 3,028 万 1,165 円 2,605 万 7,459 円 422 万 3,706 円
脛 永 簡 易 水 道 特 別 会 計 7,781 万 0,891 円 7,671 万 9,475 円 109 万 1,416 円
市 場 簡 易 水 道 特 別 会 計 987 万 1,294 円 882 万 7,422 円 104 万 3,872 円
谷 汲 簡 易 水 道 特 別 会 計 9,258 万 6,405 円 9,257 万 7,953 円 8,452 円
北 部 簡 易 水 道 特 別 会 計 1 億 4,168 万 7,985 円 1 億 4,165 万 8,083 円 2 万 9,902 円
北 方 財 産 区 特 別 会 計 1,565 万 6,019 円 1,234 万 1,387 円 331 万 4,632 円
大 和 財 産 区 特 別 会 計 787 万 1,350 円 720 万 8,249 円 66 万 3,101 円
谷 汲 財 産 区 特 別 会 計 1,264 万 4,441 円 719 万 1,367 円 545 万 3,074 円
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計 79 万 3,694 円 56 万 2,700 円 23 万 0,994 円
横 蔵 財 産 区 特 別 会 計 286 万 7,173 円 51 万 7,575 円 234 万 9,598 円
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 15 億 4,045 万 8,973 円 15 億 3,633 万 2,219 円 412 万 6,754 円
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 4 億 6,260 万 7,720 円 4 億 5,655 万 5,887 円 605 万 1,833 円
杉原地域土地取得等特別会計 1,820 万 3,614 円 162 万 0,000 円 1,658 万 3,614 円
個 別 排 水 事 業 特 別 会 計 1 億 1,142 万 8,098 円 1 億 0,955 万 7,526 円 187 万 0,572 円
徳山ダム上流域公有地化特別会計 5,952 万 6,854 円 5,935 万 2,162 円 17 万 4,692 円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2 億 6,627 万 0,021 円 2 億 6,133 万 3,318 円 493 万 6,703 円
地 域 情 報 特 別 会 計 2 億 1,363 万 2,336 円 2 億 1,107 万 9,825 円 255 万 2,511 円

企業会計
内　　　訳 歳入決算額 歳出決算額

上水道事業会計（収益的） 1 億 6,645 万 4,653 円 1 億 6,113 万 6,634 円
上水道事業会計（資本的） 8,838 万 0,665 円 1 億 0,339 万 5,147 円

平成21年度の主な事業
学校給食センター建設事業 8 億 8,930 万 3,817 円
大 和 小 学 校 北 舎 改 築 事 業 2 億 3,516 万 8,500 円
清 水 小 学 校 耐 震 補 強 事 業 1 億 9,006 万 9,425 円

一般会計歳出
内　　訳 歳出額

議会費 議会の運営に 1 億 1,108 万 5,889 円
総務費 一般的な事務に 40 億 9,642 万 3,997 円
民生費 福祉の充実に 31 億 5,872 万 1,283 円
衛生費 健康づくりや清掃に 12 億 0,147 万 0,554 円
農林水産業費 農林業などの振興に 8 億 4,384 万 9,987 円
商工費 商工業や観光の振興に 6 億 4,317 万 3,000 円
土木費 道路や河川の整備に 9 億 5,801 万 9,041 円
消防費 消防や防災に 6 億 7,861 万 1,457 円
教育費 生涯教育や学校教育に 28 億 2,013 万 5,309 円
災害復旧費 3 億 0,006 万 1,195 円
公債費 借入金の返済に 21 億 4,092 万 0,555 円
諸支出金 1,232 万 0,000 円
一般会計歳出総額 169 億 6,479 万 2,267 円

※ グラフの中の割合については少数第２位で四捨五入
していますので、合計が合わない場合があります。

一般会計
歳出総額

169 億 6,479 万
2,267 円

議会費
0.7％

総務費
24.1％

民生費
18.6％

衛生費
7.1％

教育費
16.6％

諸支出金　0.1％

公債費
12.6％

災害復旧費　1.8％

農林水産業費
5.0％

商工費　3.8％
土木費　5.6％

消防費　4.0％
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一般会計歳入
内　　訳 歳入額

自
主
財
源

町 税 33 億 1,008 万 6,546 円
分 担 金 お よ び 負 担 金 1 億 4,680 万 8,800 円
繰 越 金 5 億 8,826 万 9,451 円
繰 入 金 9 億 9,601 万 0,042 円
諸 収 入 3 億 8,498 万 9,457 円
使 用 料 お よ び 手 数 料 1 億 6,991 万 1,072 円
財 産 収 入 6,344 万 7,001 円
寄 附 金 1,109 万 1,006 円

依
存
財
源

地 方 交 付 税 57 億 1,201 万 5,000 円
国 庫 支 出 金 22 億 9,345 万 3,633 円
県 支 出 金 14 億 0,530 万 3,703 円
地 方 譲 与 税 1 億 7,761 万 5,026 円
地 方 消 費 税 交 付 金 2 億 2,355 万 7,000 円
地 方 特 例 交 付 金 4,278 万 9,000 円
利 子 割 交 付 金 1,324 万 2,000 円
配 当 割 交 付 金 415 万 8,000 円
株式等譲渡所得割交付金 186 万 8,000 円
自 動 車 取 得 税 交 付 金 5,470 万 4,000 円
町 　 　 　 　 　  債 19 億 3,190 万 0,000 円
ゴルフ場利用税交付金 2,937 万 9,770 円
交通安全対策特別交付金 313 万 0,000 円

一般会計歳入総額 175 億 6,372 万 8,507 円

健全化判断比率等の公表について
　平成 19 年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が制定されました。
　これにより各地方公共団体は実質赤字比率など法律で定められた財政指標を、監査委員の審査に付した上で議会に報告し、
住民の皆さんに公表することとされました。
　そこで、平成 21 年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率をお知らせします。

１．健全化判断比率　 （単位：％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
― ― 12.1 11.3 

（13.35） （18.35） （25.0） （350.0）

※下段（　）内は各比率の早期健全化基準
※実質赤字比率及び連結実質赤字比率は黒字のため「－」で表示しています。

２．資金不足比率　 （単位：％）

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準
上水道事業会計 ―

20.00

大和簡易水道特別会計 ―
脛永簡易水道特別会計 ―
市場簡易水道特別会計 ―
谷汲簡易水道特別会計 ―
北部簡易水道特別会計 ―
農業集落排水事業特別会計 ―
公共下水道事業特別会計 ―
個別排水事業特別会計 ―

※どの特別会計も資金不足額がない（黒字）ため「－」で表示しています。

※ グラフの中の割合については少数第２位で四捨五入
していますので、合計が合わない場合があります。

地方譲与税　　　　　　　　ゴルフ場利用税交付金
利子割交付金　　　　　　　自動車取得税交付金
配当割交付金　　　　　　　地方特例交付金
株式等譲渡所得割交付金　　交通安全対策特別交付金
地方消費税交付金

寄
附
金　
0.1
％

財
産
収
入　
0.4
％

使
用
料
及
び
手
数
料　
1.0
％

諸
収
入　
2.2
％

繰
越
金　
3.3
％

分担金及び負担金
0.8％

地方譲与税等
3.1％

一般会計
歳入総額

175 億 6,372 万
8,507 円

繰入金5.7％

町税
18.8％

町債
11.0％

県支出金
8.0％

地方交付税32.5％

国庫
支出
金

13.
1％

自主財源
32

.3
％

依存財源
67.7％



Public Information IBIGAWA 18

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
北
方
奥
郷
住
宅　

 
２
戸（
Ａ
棟
、
Ｂ
棟
各
一
戸
）

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
北
方
13

　

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

　

・
耐
火
構
造　

２
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
家
賃　

２
５
８
０
０
円
～

②
坂
本
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
坂
内
坂
本

　

・
建
設
年
度　

平
成
８
年
度

　

・
木
造
平
屋
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
家
賃　

２
０
７
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

　

・ 

①
に
つ
い
て
は
揖
斐
川
町
内
に
在
住

も
し
く
は
在
勤（
勤
務
予
定
で
も
可
）

で
あ
る
こ
と
。

　

・ 

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る

納
付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

　

・ 

現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
あ
る
こ

と
。

　

・ 

家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使

用
料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

　

・
所
得
条
件
あ
り

　

※ 

詳
し
く
は
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
募
集
期
間
　

　

・
11
月
１
日（
月
）～
11
月
15
日（
月
）

■
入
居
予
定
日
　

　

・
12
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

 

揖
斐
都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧

　

揖
斐
都
市
計
画　

都
市
計
画
区
域
の
整

備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更
案
に

つ
い
て

◆ 

変
更
案
に
対
し
、ご
意
見
の
あ
る
方
は
、

縦
覧
期
間
中
、
県
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
縦
覧
期
間

　

11
月
８
日（
月
）～
11
月
22
日（
月
）

 
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

◆
縦
覧
時
間　

９
時
～
17
時

◆
縦
覧
場
所
・
お
問
い
合
せ
先　

　

岐
阜
県
庁
都
市
政
策
課

　

℡
０
５
８

－

２
７
２

－

８
６
４
８

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

飼
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

�

に
つ
い
て

　

飼
い
主
に
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
っ

て
以
下
の
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

◎
市
区
町
村
に
登
録
す
る
こ
と

　

登
録
に
よ
っ
て
、
ど
こ
の
地
域
に
何
頭

の
犬
が
い
る
か
が
わ
か
り
、
狂
犬
病
が
発

生
し
た
と
き
に
ま
ん
延
を
防
ぐ
第
一
歩
と

な
り
ま
す
。
犬
を
飼
い
始
め
て
か
ら
30
日

以
内
に
市
区
町
村
に
登
録
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
登
録
す
る
と
「
鑑
札（
か

ん
さ
つ
）」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◎�

犬
に
鑑
札（
か
ん
さ
つ
）と
注
射
済
票
を

つ
け
る
こ
と

 　
「
鑑
札
」
は
そ
の
犬
が
登
録
さ
れ
て
い

る
犬
で
あ
る
こ
と
、「
注
射
済
票
」
は
そ

の
犬
が
注
射
を
き
ち
ん
と
受
け
て
い
る
こ

と
の
証
明
に
な
り
ま
す
。

◎�

犬
に
毎
年
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け

さ
せ
る
こ
と

 　

犬
へ
の
予
防
注
射
に
よ
っ
て
、
愛
犬
が

狂
犬
病
に
か
か
る
こ
と
を
予
防
し
、
加
え

て
人
へ
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

 　

予
防
注
射
を
受
け
る
と
、
そ
の
証
明
と

し
て
「
注
射
済
票
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

 　

こ
れ
ら
の
違
反
は
、
20
万
円
以
下
の
罰

金
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
生
活
環
境
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

11月は児童虐待防止推進月間です！
　毎年 11 月は「児童虐待防止推進月間」です。児童虐待問題に対する社会的関心の喚起を図るため、
集中的な広報・啓発活動を実施しています。児童虐待は、子どもの生命に危険を及ぼすだけでなく、
心にも深い傷を残すことになります。 地域全体で児童虐待問題に取り組むことで、発生予防や早期
発見につながります。あなたの周りに「気になる子ども」はいませんか？「もしかしたら」と感じたら、
次の窓口にご相談ください。あなたの一報で救われる子どももいます。

◇児童相談所全国共通ダイヤル（TEL 0570 － 064 － 000）
◇西濃子ども相談センター（TEL 0584 － 78 － 4838）
◇揖斐川子育て支援センター（TEL 0585 － 23 － 1136）
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ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
っ
て
？

　

感
染
性
胃
腸
炎
や
食
中
毒
を
引
き
起
こ

す
ウ
ィ
ル
ス
の
こ
と
。
一
年
を
通
し
て
発

生
し
て
い
ま
す
が
、
冬
に
特
に
流
行
し
や

す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎

や
食
中
毒
は
、
一
年
を
通
し
て
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
特
に
冬
季
に
流
行
し
ま
す
。

☆
ど
こ
か
ら
感
染
す
る
の
？
？

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
手
指
や
食
品
な

ど
を
介
し
て
、
経
口
で
感
染
し
、
ヒ

ト
の
腸
管
で
増
殖
し
、
お
う
吐
、
下

痢
、
腹
痛
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。
健
康

な
方
は
軽
症
で
回
復
し
ま
す
が
、
子
ど

も
や
お
年
寄
り
な
ど
で
は
重
症
化
し
た

り
、
吐
ぶ
つ
を
誤
っ
て
気
道
に
詰
ま

ら
せ
て
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
は
ワ
ク
チ
ン

が
な
く
、
ま
た
、
治
療
は
輸
液
な
ど
の
対

症
療
法
に
限
ら
れ
ま
す
。

☆
感
染
し
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
？

（
お
う
吐
物
な
ど
の
処
理
）

　

床
等
に
飛
び
散
っ
た
患
者
の
吐
ぶ
つ
や

ふ
ん
便
を
処
理
す
る
と
き
に
は
、
使
い
捨

て
の
ガ
ウ
ン
（
エ
プ
ロ
ン
）、
マ
ス
ク
と

手
袋
を
着
用
し
汚
物
中
の
ウ
イ
ル
ス
が
飛

び
散
ら
な
い
よ
う
に
、
ふ
ん
便
、
吐
ぶ
つ

を
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
等
で
静
か
に
拭
き
取

り
ま
す
。
拭
き
取
っ
た
後
は
、
次
亜
塩
素

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
台
所
漂
白
剤
な
ど
）
で

浸
す
よ
う
に
床
を
拭
き
取
り
、
そ
の
後
水

拭
き
を
し
ま
す
。
お
む
つ
等
は
、
速
や
か

に
閉
じ
て
ふ
ん
便
等
を
包
み
込
み
ま
す
。

　

お
む
つ
や
拭
き
取
り
に
使
用
し
た
ペ
ー
パ

ー
タ
オ
ル
等
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
密
閉
し
て

廃
棄
し
ま
す
。（
こ
の
際
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
廃

棄
物
が
充
分
に
浸
る
量
の
次
亜
塩
素
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
）
を
入
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。）

　

ま
た
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
乾
燥
す
る
と
容

易
に
空
中
に
漂
い
、
こ
れ
が
口
に
入
っ
て
感

染
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
吐
ぶ
つ
や
ふ

ん
便
は
乾
燥
し
な
い
う
ち
に
床
等
に
残
ら

な
い
よ
う
速
や
か
に
処
理
し
、
処
理
し
た

後
は
ウ
イ
ル
ス
が
屋
外
に
出
て
行
く
よ
う

空
気
の
流
れ
に
注
意
し
な
が
ら
十
分
に
喚

気
を
行
う
こ
と
が
感
染
防
止
に
重
要
で
す
。

　

11
月
頃
か
ら
２
月
の
間
に
、
乳
幼
児
や

高
齢
者
の
間
で
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
急

性
胃
腸
炎
が
流
行
し
ま
す
。
こ
の
時
期
の

乳
幼
児
や
高
齢
者
の
下
痢
便
お
よ
び
吐
ぶ

つ
に
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
大
量
に
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
む
つ

等
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

塩
素
系
の
漂
白
剤（
使
用
に
当
た
っ
て
は

「
使
用
上
の
注
意
」を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
生
活
環
境
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
運
動

�

10
月
１
日
～
11
月
30
日

　

最
近
、
若
い
人
た
ち
の
中
に
は
、
覚
せ

い
剤
や
麻
薬
な
ど
の
薬
物
を
「
か
っ
こ
い
い

も
の
」
と
誤
解
し
た
り
、
あ
る
い
は
「
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
い
い
」
と
か
、「
気
分
が
よ
く
な
る
」

と
い
っ
た
言
葉
に
だ
ま
さ
れ
て
、
気
軽
に
薬

物
を
使
用
し
て
し
ま
う
人
が
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
薬
物
を
使
用
す
る
こ
と
は
決
し

て
「
か
っ
こ
い
い
」
こ
と
で
は
な
い
こ
と

を
覚
え
て
く
だ
さ
い
。
薬
物
は
、
悪
い
人

達
の
金
儲
け
の
道
具
で
あ
り
、
薬
物
を
使

用
し
て
い
る
人
は
、
こ
う
し
た
金
儲
け
に

利
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
す
。

　

更
に
、
薬
物
は
一
度
使
用
し
た
だ
け
で
、

自
分
の
力
で
は
や
め
ら
れ
な
く
な
る
と
い

う
恐
ろ
し
い
性
質
が
あ
り
、
や
が
て
は
、
脳

や
神
経
が
冒
さ
れ
、
二
度
と
元
の
健
康
な

身
体
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

皆
さ
ん
の
人
生
を
台
無
し
に
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
薬
物
の

使
用
は
、
幻
覚
や
妄
想
な
ど
の
精
神
症
状

を
巻
き
起
こ
す
こ
と
で
、
犯
罪
行
為
に
つ
な

が
る
こ
と
も
多
く
、
家
族
や
社
会
に
も
大

き
な
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

大
事
な
こ
と
は
、
薬
物
の
使
用
を
す
す

め
ら
れ
た
り
、
誘
わ
れ
た
り
し
た
時
に
は

き
っ
ぱ
り
と
断
る
こ
と
で
す
。「
ダ
メ
！
ゼ

ッ
タ
イ
」
を
合
言
葉
に
薬
物
乱
用
防
止
の

輪
を
皆
さ
ん
で
広
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
乱
用
に

関
す
る
相
談
窓
口
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

岐
阜
県
薬
務
水
道
課

　

℡
０
５
８

－

２
７
２

－

５
７
３
１

　

岐
阜
県
警
察
本
部
総
務
課

　

℡
０
５
８

－

２
７
２

－

９
１
１
０

　

岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
８

－

２
７
３

－

１
１
１
１

　

岐
阜
県
警
察
本
部
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー

　

℡
０
１
２
０

－

７
８
３

－

８
０
０

 

（
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
仕
事
の
依
頼
を
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
得
意
な
会
員

が
対
応
し
ま
す
。
何
か
お
困
り
の
際
は
、

気
軽
に
事
務
局
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

＊
仕
事
内
容
＊

　

草
刈
り
、
除
草
、
簡
単
な
大
工
仕
事
、

病
院
へ
の
付
添
、
食
事
作
り
、
掃
除
、
障
子
・

襖
張
り
な
ど
。
ま
た
、
高
齢
者
の
就
業
機

会
の
促
進
な
ど
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
揖
斐
川
町
民
で
、
60
歳
以
上
の

働
く
意
欲
の
あ
る
方
、
当
人
材
セ
ン
タ
ー
の

趣
旨
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
る
方
を
毎
月
募

集
し
て
い
ま
す
。
最
近
退
職
さ
れ
た
方
で

仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
も
歓
迎
し

ま
す
。
事
務
局
ま
で
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

11
月
シ
ル
バ
ー
事
業
説
明
会

■
日
時　

11
月
１
日（
月
）、
15
日（
月
）

　
　
　
　

10
時
～

■
場
所　

揖
斐
川
町
福
祉
総
合

 

支
援
セ
ン
タ
ー

【
お
問
い
合
せ
先
】

　
（
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

　

平
日（
月
～
金
曜
日
）８
時
30
分
～
17
時
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（
募
集
）鶴
見
亭
に
お
店
を
出
し
て

�

み
ま
せ
ん
か
？

　

町
内
鶴
見
地
区
の
鶴
見
亭
出
店
者
を
募

集
し
ま
す
。
藤
橋
城
、
徳
山
ダ
ム
の
近
く

で
お
店
を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎ 

募
集
す
る
店
舗　

揖
斐
川
町
物
販
・
食

販
施
設
（
鶴
見
亭
）　

２
号
店
舗
・
６

号
店
舗

■�

場
所　

揖
斐
川
町
鶴
見
地
内（
藤
橋
城
・

西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
隣
接
）

（
２
号
店
舗
）

　

屋
内
側
、
調
理
ス
ペ
ー
ス
有
り

　

用
途　

食
事
の
提
供
な
ど

　

施
設
使
用
料　

月
額
１
万
５
千
円

　

共
同
電
気
使
用
料（
共
益
費
）月
額
５
千
円

　

電
気
使
用
料
は
別
途
請
求
。

（
６
号
店
舗
）

　

屋
外
側
、
調
理
ス
ペ
ー
ス
無
し

　

用
途　

物
品
の
販
売
な
ど

　

施
設
使
用
料　

月
額
１
万
２
千
円

　

共
同
電
気
使
用
料（
共
益
費
）月
額
２
千
円

　

電
気
使
用
料
は
別
途
請
求
。

　

営
業
可
能
時
間　

原
則
と
し
て

　

９
時
～
17
時
ま
で

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
課

　

藤
橋
城
・
西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
係

　

藤
橋
城　

℡
５
２

－

２
６
１
１

　

藤
橋
振
興
事
務
所

　

℡
５
２

－

２
１
１
１

 

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）サ
ー
ビ
ス
の

一
時
停
止
に
つ
い
て

　

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム（
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
）は
運
用
開
始
か
ら
５
年
が
経
過
し
、

耐
用
年
数
の
問
題
や
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
件

数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
機
器
等
の
全

面
入
替
え
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
作
業
に

と
も
な
い
、
次
の
期
間
は
「
電
子
申
告
」

「
電
子
納
税
」「
電
子
申
請
・
届
出
」
の
サ

ー
ビ
ス
が
ご
利
用
い
た
だ
け
な
く
な
り
ま

す
。

【
サ
ー
ビ
ス
停
止
期
間
】

　

11
月
18
日（
木
）～
11
月
25
日（
木
）

【
サ
ー
ビ
ス
開
始
日
時
】

　

11
月
26
日（
金
）　

８
時
30
分
～

　

ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
不
便
・

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム（
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
）は
、
地
方
税
に
お
け
る
手
続
き

を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
電

子
的
に
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

　

℡
０
５
７
０

－

０
８
１
４
５
９

（
月
～
金　

８
時
30
分
～
20
時
）

◎
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

税
を
考
え
る
週
間

11
月
11
日
～
11
月
17
日

テ
ー
マ
「
Ｉ
Ｔ
化
・
国
際
化
と
税
」

　

国
民
の
皆
さ
ん
に
、
国
の
基
本
と
な
る

税
に
対
す
る
理
解
を
一
層
深
め
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
税
務
行
政
に
対
す
る
理
解
お

よ
び
納
税
意
義
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、様
々
な
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（w

w
w

.nta.
go.jp

）
に
「
税
を
考

え
る
週
間
」
の
特
集

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

大
垣
税
務
署

　

℡
０
５
８
４

－

７
８

－

４
１
０
１

 

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
さ
ん
へ

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る

特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
が
、
10
月
25
日

（
月
）か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

■
対
象
者

　

 　

戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平
成
22
年
６

月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る
ご
存
命

の
方
。

■
請
求
受
付
期
間

　

平
成
22
年
10
月
25
日
～

　

平
成
24
年
３
月
31
日

　

当
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送
り
し
ま

す
。
ま
だ
、
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方

は
、
当
基
金
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　

事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

　

℡
０
５
７
０

－

０
５
９

－

２
０
４

 

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

（
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

 

０
３

－

５
８
６
０

－

２
７
４
８
）

■
受
付
時
間

　

平
日　

９
時
～
18
時

 

（
土
・
日
・
祝
日
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

 

美
濃
源
氏
フ
ォ
ー
ラ
ム

20
周
年
記
念
事
業
開
催

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

美
濃
飛
騨
五
川
と
海
」

■
日
時　

11
月
７
日（
日
）13
時
～
17
時

 

（
開
場
12
時
15
分
）

■
場
所　

大
野
町
町
民
セ
ン
タ
ー

 

多
目
的
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料

■
定
員　

３
０
０
人

■
講
演
内
容

　
「
長
良
川
の
歴
史
」　

　
「
揖
斐
川
の
歴
史
」　

　
「
土
岐
川
の
歴
史
」　

　
「
飛
騨
川
の
歴
史
」

　
「
木
曽
川
の
歴
史
」

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

美
濃
源
氏
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
本
部

　

℡
０
５
７
２

－

６
８

－

３
１
４
３
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徳
山
ダ
ム
で

�

観
光
放
流
が
行
わ
れ
ま
す
！

　

徳
山
ダ
ム
で
は
、
秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン

に
合
わ
せ
、
洪
水
吐
ゲ
ー
ト
か
ら
観
光
放

流
が
行
わ
れ
ま
す
。
普
段
は
、
洪
水
吐
ゲ

ー
ト
か
ら
の
放
流
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
是
非
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
29
日（
金
）～
31
日（
日
）

　
　
　
　

10
時
・
11
時
・
12
時

　
　
　
　

13
時
・
14
時
・
15
時

 

（
１
日
６
回　

各
10
分
）

※ 

荒
天
な
ど
で
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
期
間
中
、
徳
山
ダ
ム
サ
イ
ト
公
園

駐
車
場
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
藤
橋
城

駐
車
場（
鶴
見
）お
よ
び
徳
山
会
館（
開

田
）か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
課

　

℡
５
２

－

０
１
６
６

 

揖
斐
郡
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

揖
斐
郡
児
童
生
徒
科
学
作
品
展

　

９
月
４
日（
土
）～
５
日（
日
）、
大
野
町

総
合
町
民
セ
ン
タ
ー
で
揖
斐
郡
児
童
生
徒

科
学
作
品
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
も
、
揖
斐
郡
の
児
童
生
徒
が

猛
暑
を
乗
り
越
え
て
科
学
作
品
作
り
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
今
年
で
54
回
を
迎
え
る

作
品
展
は
郡
内
で
８
２
２
人
が
取
り
組
み
、

作
品
展
に
は
各
学
校
か
ら
選
ば
れ
た

２
６
０
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
、

作
品
は
研
究
の
部
、
採
集
・
標
本
の
部
、

科
学
工
作
の
部
の
３
部
門
に
分
け
て
展
示

さ
れ
、
訪
れ
た
親
子
は
そ
の
出
来
栄
え

に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
参
観
者
総
数
は

１
５
０
０
人
を
超
え
、
近
隣
の
郡
市
か
ら

も
参
観
が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
作
品
の

中
で
次
の
９
人
が
金
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

○
科
学
研
究
の
部
　
小
学
校
の
部

　

た
か
の
や
す
ふ
み
（
北
小
１
年
）

　

原
ゆ
い
花
（
池
田
小
２
年
）

　

杉
原
早
紀
（
大
野
小
３
年
）

　

今
村
宗
一
郎
（
池
田
小
４
年
）

　

森　

陸
人
（
養
基
小
５
年
）

　

香
田
将
志
（
北
方
小
６
年
）

○
科
学
研
究
の
部
　
中
学
校
の
部

　

奥
田
珠
加
（
揖
斐
川
中
２
年
）

○
採
集
・
標
本
の
部
　

　

ま
つ
お
か
ゆ
う
じ
（
池
田
小
１
年
）

○
科
学
工
作
の
部
　

　

船
越
優
理
（
北
和
中
２
年
）

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

９
月
15
日（
水
）に
行
わ
れ
た
郡
審
査
会

で
総
応
募
点
数
３
０
０
８
点
の
中
か
ら
、

次
の
12
人
が
特
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

松
山
貴
輝
（
谷
汲
小
１
年
）

　

後
藤
理
香
（
大
野
小
２
年
）

　

所　

莉
央
（
小
島
小
２
年
）

　

香
田
悠
真
（
北
方
小
３
年
）

　

北
村
拓
己
（
池
田
小
３
年
）

　

嵯
峨
康
輔
（
東
小
４
年
）

　

溝
田
寧
々
（
揖
斐
小
５
年
）

　

今
村
有
良
（
東
小
６
年
）

　

山
田
詠
美
（
八
幡
小
６
年
）

　

不
破
礼
華
（
谷
汲
中
１
年
）

　

加
納
洸
生
（
大
野
中
１
年
）

　

鎌
谷
美
希
（
北
和
中
３
年
）

教
職
員
の
夏
期
研
修

　

研
修
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
外
国
語
活
動
」

「
音
楽
実
技
」「
学
級
経
営
」「
特
別
支
援

教
育
」
の
夏
期
研
修
四
講
座
を
開
設
し
ま

し
た
。
郡
内
の
１
５
４
人
の
先
生
方
が
参

加
し
、
自
己
の
資
質
を
高
め
、
指
導
力
向

上
の
た
め
に
意
義
の
あ
る
研
修
に
な
り
ま

し
た
。

第53回 揖斐郡駅伝大会のお知らせ

期　日　12 月 5 日（日）10 時～
コース　揖斐川庁舎→粕川大橋→池田総体
申　込　郡教育研修センター内
　　　　揖斐郡体育協会事務局（44 － 1262）
締　切　〈11 月 12 日（金）　厳守〉

交通ルールを守り、選手の安全を考えた応援をお願いします。
� ＜揖斐郡体育協会＞
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こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

田た

中な
か　

か
づ
を
さ
ん（
三
輪
）

 

９
月
７
日（
火
）　

95
歳

　

河か
わ

瀬せ　

た
ま
ゑ
さ
ん（
北
方
）

 

９
月
20
日（
月
）　

95
歳

　

矢や

能の
う　

ふ
み
ゑ
さ
ん（
三
倉
）

 

９
月
25
日（
土
）　

95
歳

　

出で

村む
ら　

葊ひ
ろ

美み

さ
ん（
三
輪
）

 

９
月
30
日（
木
）　

95
歳

　

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長

生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

　

９
月
21
日（
火
）、

五い

十そ

川が
わ

は
ぎ
子

教
室
よ
り
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ

オ
ケ
ま
つ
り
で

集
ま
っ
た
募
金

１
１
９
１
１
２
円

を
福
祉
の
充
実

の
た
め
に
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
揖
斐
川
尚
和
園
へ

　

だ
る
ま
堂
製
菓
㈱
（
谷
汲
名な

礼れ

）

　

あ
ら
れ

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

いびがわ　特産品シリーズ ツルレイシ（ウリ科）

　 熱帯アジアの原産であり、日本に古く江戸時代初期に渡来して各地に栽培されるつる性の 1 年草です。茎は細長く、巻きひ
げで他のものに絡みついて本体を支えながら伸長してゆく、葉は大きく掌状に分裂している。雌雄同株、夏に黄色の花をつける。
果実は全面瘤状突起で覆われている。突起の形態には個体差があるが、系統によると思われる。ツルレイシ（錦茘枝）の別名に
はニガウリ（苦瓜：中国名）、ニガゴウリ、ゴウリカヅラ、トウゴオリ、ニガゴ－リなどがある。今日では沖
縄方言の『ゴウヤ』が専ら利用されている。図鑑によってはゴウヤが載せてないものが多いのでツルレイシ、
ニガウリの名前と一緒に覚えておくようにするとよい。大垣の飯沼慾齋著「草木図説」にもツルレイシ、ニ
ガウリとして載せてあり、種子の紅肉は甚だ甘しと書いてある。紅い仮種皮の事である。
　全草を食用、薬用に用い、葉を胃腸薬、駆虫薬根を催淫薬、未熟果実は食用にする。果皮の苦味が特徴である。
未熟な果実を種子の入ったままスライスして日干しで乾燥する。服用には一回に 7 － 10 グラムに水 400 ミ
リリットルを加えて煎じ、約３分の１まで煮詰めて服用する。効能は糖尿病、高血圧症の改善や免疫の調節
抗老衰作用、抗菌作用などがある。乾燥したツルレイシの果実を焙煎したものはゴ－ヤ茶と称し、同様の効
果が期待できる。 （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

お
詫
び

　

広
報
い
び
が
わ
10
月
号
17
ペ
ー

ジ
の
「
平
成
22
年
度　

揖
斐
川
町

結
核
検
診　

日
程
表
」
に
お
い
て
、

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
こ
と
を
、お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

10月１日（金）～12月31日（金）

赤い羽根共同募金運動

ひとり、ひとりのやさしさが、

あなたの住む町を

もっと、やさしくしてくれます。


